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１．一般事項
１－１適用

本仕様書は、低圧系統連系太陽光発電用屋外用集中型パワーコンディショナ「SPSS-55D-DM」に適用します。

１－２範囲

本仕様書に定めるパワーコンディショナの設計、製作、検査、及び梱包輸送迄とします。

１－３保証期間

保証期間は、引き渡し完了後２年３ヶ月、あるいはエンドユ－ザ－に引き渡した後２年の保証期間のうち、

いずれか早く到達した期間までとします。この間に弊社側の責任と認められる故障及び不具合が発生した場合は、

無償にて速やかに改善いたします。

１－４免責事項

パワーコンディショナ及び接続機器の誤動作および、故障等により動作しなかった事による付随的障害等については

責任を負わないものとします。

１－５補修用性能部品の最低保有期間

パワーコンディショナの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後９年とします。

尚、性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

１－６製品同梱資料

１－７付属品

 壁取付板  壁取付板固定ネジＭ５×６０

 開閉器用圧着端子（５．５-ＡＦ４Ａ-Ｓ）  保護ガード固定ネジＭ４×１２

 アース線用圧着端子（Ｒ５．５-５）  開閉器用端子カバー

 絶縁キャップ（ＴＣＭ-５３）（赤/青/緑）  工事用型紙（Ａ１）

 絶縁キャップ（ＴＣＭ-８１）（青）  検査成績書

 系統側接続用ケーブル用圧着端子（８-５ＮＳ）  取扱説明書

 保護ガード（上・下）  施工説明書

１－８適用範囲外

太陽電池とパワーコンディショナ間の配線材料及び連系運転用の配線材料については適用範囲外とします。

１－９その他

本パワーコンディショナは、(財)電気安全環境研究所が行う太陽光発電用インバータ・系統連系保護装置の

任意認証制度による認証試験適合品とします。

認証登録番号 ： MP-0154

各1 1

4/4/1 1

3 1

3 1

1 11

8 6

1 4

工事用型紙 パワーコンディショナにつき１部 パワーコンディショナに同梱します

部品名 個数 部品名 個数

施工説明書 パワーコンディショナにつき１部 パワーコンディショナに同梱します

検査成績書 パワーコンディショナにつき１部 パワーコンディショナに同梱します

項目 提出部数 備考

取扱説明書 パワーコンディショナにつき１部 パワーコンディショナに同梱します
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２．一般条件
２－１周囲条件

① 設置場所 ： 屋外・屋側・屋内（屋側とは軒下など直接雨のかからない建物の屋外側面）

② 動作温度範囲 ： －２０～＋５０℃（直射日光が当たらないこと）

ただし、４０℃を超え５０℃以下の周囲温度では、内部温度により発電電力を抑制することがあります。

③ 保存温度範囲 ： －２５～＋６０℃

④ 湿度 ： ９０％RH以下（ただし、結露無きこと）

２－２適用法令・規格

① ＪＩＳ Ｃ ８９８０ 「小出力太陽光発電用パワーコンディショナ」（日本工業規格）

② ＪＩＳ Ｃ ８９６１ 「太陽光発電用パワーコンディショナの効率測定方法」（日本工業規格）

③ 系統連系規程（JEAC 日本電気協会）

④ 電気事業法施行規則

２－３全体構成

太陽電池

モジュール 分電盤パワーコンディショナ

配電系統

：仕様書適用範囲
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３．機器仕様
３－１定格

３－１－１共通定格

定格入力電圧 ： ＤＣ３３０Ｖ

： ＤＣ５０～４５０Ｖ

※ 電気設備技術基準の対地電圧は４５０Ｖ以下であることと規定されています。

従って、太陽電池の組み合わせにおいて、いかなる条件(環境、太陽電池特性を含めて)に

おいても４５０Ｖ以下となるようなシステム設計をしてください。

４５０Ｖを超えた場合には直流過電圧を検出し、太陽電池過電圧(Ｆ３エラー)が表示され、

パワーコンディショナは停止します。

入力回路数 ： ４回路

消費電力 ： 待機時（夜間）消費電力 １Ｗ未満

５０Ｈｚ：２５ＶＡ未満　６０Ｈｚ：３０ＶＡ未満

発電時　０Ｗ/０ＶＡ

※発電時に関しては、パワーコンディショナ自体の消費電力を全て太陽電池側で賄います。

３－１－２系統連系運転時定格

定格出力電力 ： ５．５ｋＷ（力率０．９５時）、５．５ｋＷ（力率１．０時）

定格出力容量 ： ５．７９ｋVA（力率０．９５時）、５．５ｋVA（力率１．０時）

最大入力電力 ： 最大入力電圧/１回路、最大入力電流/１回路の範囲内

動作電圧範囲 ： ＤＣ５５～４５０Ｖ

定格出力電圧 ： ＡＣ２０２Ｖ（単相２線式、但し連系は単相３線式）

定格出力周波数 ： ５０Ｈｚまたは６０Ｈｚ

最大入力動作電流 ： 最大４２Ａ（最大１４．５Ａ/１入力）

短絡電流 ： 最大１５Ａ/１入力

最大出力電流 ： ２８．７Ａｒｍｓ（力率０．９５時）

定格時電力変換効率 ： ９５．０％（ＪＩＳ　Ｃ８９６１による）（入力電圧ＤＣ３３０Ｖ時、力率０．９５時）

（参考）９５．５％（ＪＩＳ　Ｃ８９６１による）（入力電圧ＤＣ３３０Ｖ時、力率１．００時）

定格力率 ： ０．９５

指定力率(JET認証範囲) ： ０．８０～０．９５　０．０１刻みで可変（出荷時０．９５）

高調波電流含有率 ： 総合５％以下、各次３％以下

連系運転範囲 ： 連系点電圧　ＯＶＲ、ＵＶＲ設定値による

系統周波数　ＯＦＲ、ＵＦＲ設定値による

雑音端子間電圧 ： ＶＣＣＩ　クラスＢ

突入電流 ： なし

冷却方式 ： 自然空冷（内部拡散ＦＡＮ有り）

騒音 ： 定格出力時　３０ｄＢ（ｔｙｐ）（内部拡散ＦＡＮ運転時）

※ パワーコンディショナの前面中央から１ｍ離れた床面から高さ１ｍの位置において測定。

（ＪＩＳ Ｃ ８９８０ １１．９騒音測定による）

３－２主回路方式

変換方式 ： 連系運転時　電圧型電流制御方式

絶縁方式 ： トランスレス方式

スイッチング方式 ： 正弦波ＰＷＭ方式

接地方式 ： 直流回路側は非接地方式とし、交流出力の中性線が配電線の柱上変圧器側で接地される

方式とする。

３－３制御方式

電力制御方式 ： 太陽電池最大電力追尾制御（ＭＰＰＴ）

補助制御機能 ： 自動電圧調整（有効電力制御：１０７Ｖ以上）

運転制御方式 ： 自動起動・停止（起動時ソフトスタート）

起動電圧 ： ＤＣ９０Ｖ±３Ｖ以上１５０秒以上継続または、ＤＣ１５０Ｖ±３Ｖ以上１０秒間以上継続

停止電圧 ： ＤＣ５０Ｖ±２Ｖ

３－４電気的特性

絶縁抵抗 ： １ＭΩ以上

耐電圧 ： ＡＣ１５００Ｖ　１分間

３－５直流開閉器（バイメタルサーモスタットによる保護機能付き）

定格入力電圧 ： ＤＣ３３０Ｖ

最大入力電圧 ： ＤＣ５００Ｖ

最大入力電流 ： ＤＣ１５Ａ

入力運転電圧範囲
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３－６表示機能

各ＬＥＤの表示機能

　連系ランプ ： 緑色ＬＥＤ（連系運転中点灯、連系準備中点滅）

　抑制ランプ ： 黄色ＬＥＤ（電圧上昇抑制（進相無効電力制御、有効電力制御）抑制中点灯）

： パワーコンディショナに運転に問題が発生しているときは、「連系」、「抑制」ランプがともに点滅。

夜間表示 ： なし

表示範囲 ： 発電量[ｋＷ]、積算電力量[ｋＷｈ]、電圧上昇抑制累積時間[分]、点検コード

表示精度 ： ±１０％以内（Ｆ.Ｓ.＝５．５ｋＷ）

点検コード ： 最新の点検コードから順番に最大８個表示する

３－７外部停止入力端子について

ＯＶＧＲなど異常停止信号でパワコンの運転を緊急停止する場合の接点入力端子です。

外部停止入力端子機能を使用する場合は、スイッチ（Ｓ０１６）拡張機能の１をＯＮに切り替えてください。

（初期設定ではＯＦＦになっています。）

外部のスイッチ信号（設定信号）は、無電圧接点型で接続してください。

外部接点が“閉”の時に、運転中のパワコンが停止します。（Ｆ３７表示）

外部接点が“開”で停電手動復帰時は点検コードＥ９９を表示し、手動復帰となり、そうでない時は自動復帰

します。“閉”時の接点電流は約１０ｍＡ、“開”時の接点間電圧は、約８Ｖです。

 機器側コネクターの適用電線範囲はＡＷＧ２２～１６（参考：約０．３ｍｍ～１．２５ｍｍ/０．６５φ～１．３φ）のゲージです。

複数台接続で分岐する際はケーブル選定に注意してください。

電線剥きしろは、９～１０mmとしてください。

 ※複数台設置する場合は極性がありますので、配線が交差しないようにしてください。

１台目のＣＮ０１１の１から分岐したケーブルは、２台目のＣＮ０１１の１へ接続し、

２から分岐したケーブルは、２台目のＣＮ０１１の２へ接続してください。

（３台以上接続時も極性に注意し、隣のパワーコンディショナから分岐接続してください。）

３－８寸法・質量等

製品寸法 ： Ｗ７０６×Ｈ４０７×Ｄ２１４（ｍｍ）

製品質量 ： 約２６ｋｇ（壁取付板・保護ガード等含む：約３０ｋｇ）

梱包寸法 ： Ｗ７８５×Ｈ３５３×Ｄ５００（ｍｍ）

梱包質量 ： 約３３ｋｇ

塗装色 前面パネル ： ウォームベージュ　　溶融亜鉛めっき鋼板

本体 ： ウォームグレー（ＮＷ-Ｋ１９）マンセル近似値９．４Ｙ５．６／０．５　　溶融亜鉛めっき鋼板

ガード ： ウォームグレー（ＮＷ-Ｋ１９）マンセル近似値９．４Ｙ５．６／０．５　　カラー鋼板

３－９通信方式

ＲＳ４８５独自通信、またはＭＯＤＢＵＳ（出荷時設定はＲＳ４８５独自通信）の選択式

パワーコンディショナ接続台数　：ＲＳ４８５独自通信、ＭＯＤＢＵＳとも最大１０台

　　（ただし、接続する機器によって接続上限台数は異なります）

1

2

CN011
外部停止

外部停止入力回路略図

外部停止信号

マイコン入力へ

外部保護機能：ＯＶＧＲなど

無電圧Ａ接点信号（停止時：ＯＮ)

ケーブル

＜2台接続した場合の例＞

1

2

CN011
外部停止

外部停止入力回路略図

外部停止信号

マイコン入力へ

パワーコンディショナ１台目 パワーコンディショナ２台目
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３－１０その他

多数台連系対応型単独運転防止機能（ステップ注入付周波数フィードバック方式）搭載

新ＦＲＴ（系統事故時運転継続）要件対応

無効電力発振抑制機能対応（フリッカ対策仕様）

力率一定制御 ： 有効電力一定方式

０．８０～１．００（０．０１毎）　　※力率０．９６～１．００はＪＥＴ認証仕様外となります。

電圧上昇抑制 ： 無効電力制御、有効電力制御

復電時の連系復帰 ： 手動／自動　選択可能

電圧上昇抑制制御 ： 無効電力制御および有効電力制御搭載

防水・防塵性能 ： ＩＰ５５（配線部および水抜き孔を除く）

運転・停止スイッチ ： 本体搭載（リモコン無しで動作可能）　　※カバー部に南京錠用の穴有り

直流側/交流側ケーブル配線 ： 直流側/交流側とも露出配線

出力電力抑制機能　

太陽電池の発電能力が、パワーコンディショナの定格出力を超える場合、自動的に出力する電力を制限します。

入力電力抑制機能

太陽電池からの入力電流が、パワーコンディショナの最大入力電流を超える場合、自動的に入力電力を制限します。

４．遠隔出力制御について
本製品は、２０１５年１月２２日公布の電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法施行規則の

一部を改正する省令と関連告示に対応した機器です。遠隔出力制御を行うためには、対応した以下の機器が必要です。

遠隔出力制御を行うためには、対応した以下の機器が必要です。

　・パワーコンディショナ（遠隔出力制御対応）

　・出力制御ユニット（送信ユニット、モニター等）

また、電力会社によっては、原則インターネット接続が必要です。

なお、インターネット回線をご準備いただく場合は、下記の費用はお客様のご負担となります。

　・インターネット回線契約・利用に伴う費用 など

遠隔出力制御の内容につきましては、各電力会社のホームページをご覧ください。

遠隔出力制御の対応のため、出力制御ユニットのファームウェア（ソフトウェア）の更新や設置場所での作業（有償）が

必要となる場合もあります。
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５．保護機能仕様
５－１系統連系保護機能仕様

表５－１　５０Ｈz時整定値一覧 (　)内は６０Ｈz時

ＤＣ地絡 検出時限
０．５秒以内（整定値範囲　０．５～１．５秒）

設定ステップ　０．５秒

瞬時交流過電圧
ＯＶＲ

検出レベル
１３０V（整定値固定）

０．４秒（整定値固定）

検出時限 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

交流過電流
ACOC

検出レベル ３２.０Ａ（整定値固定）

検出時間 ０．４秒（整定値固定）

解列個所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

直流不足電圧
DCUVR

検出レベル ５０Ｖ（整定値固定）

検出時間 ０．４秒（整定値固定）

解列個所 ゲートブロック

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

直流過電圧
DCOVR

検出レベル ４５０Ｖ（整定値固定）

検出時間 ０．３秒（整定値固定）

解列個所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

逆電力
RPR

検出レベル －

検出時限 －

直流分検出

検出レベル ２３０ｍＡ（整定値固定）

検出時間 ０．４秒（整定値固定）

能動的単独運転検出

方式 ステップ注入付周波数フィードバック方式

検出レベル 周波数１．２Ｈｚ

解列時限 瞬時（０．２秒以内／整定値固定）

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

検出時間 ０．５秒以内（整定値固定）

保持時限 －

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

電圧上昇抑制レベル
制御方法 有効電力制御（０に制御）

検出レベル １０９Ｖ（整定値範囲  １０７Ｖ～１１３Ｖ：設定ステップ０．５Ｖ）

受動的単独運転検出

方式 電圧位相跳躍検出方式

検出レベル 位相変化８度（整定値範囲  ６～１２度：設定ステップ２度）

１．０秒（整定値範囲  ０．５～２秒：設定ステップ０．５秒）

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

保護リレー復帰時間 整定値 ３００秒（整定値範囲  １０，１５０，３００秒、手動復帰）

１．０秒（整定値範囲  ０．５～２秒：設定ステップ０．５秒）

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

系統不足周波数（ＵＦＲ）

検出相数 １相（単相３線式の中性線と片側電圧間）

検出レベル
５０Ｈｚ地区 ４７．５Ｈｚ（整定値範囲 ４７．５～４９．５Ｈｚ：設定ステップ０．５Ｈｚ）

６０Ｈｚ地区 ５８．８Ｈｚ（整定値範囲 ５７．０～５９．４Ｈｚ：設定ステップ０．６Ｈｚ）

検出時間

１．０秒（整定値範囲  ０．５～２秒：設定ステップ０．５秒）

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

系統過周波数（ＯＦＲ）

検出相数 １相（単相３線式の中性線と片側電圧間）

検出レベル
５０Ｈｚ地区 ５１．０Ｈｚ（整定値範囲 ５０．５～５２．５Ｈｚ：設定ステップ０．５Ｈｚ）

６０Ｈｚ地区 ６１．２Ｈｚ（整定値範囲 ６０．６～６３．０Ｈｚ：設定ステップ０．６Ｈｚ）

検出時間

検出時間 １．０秒（整定値範囲  ０．５～２秒：設定ステップ０．５秒）

解列箇所 機械的開閉箇所＋ゲートブロック

系統不足電圧（ＵＶＲ）
Ｕ，Ｗ相個別設定

検出相数 ２相（単相３線式の中性線と両側電圧間）

検出レベル ８０Ｖ（整定値範囲 ８０～９０Ｖ：設定ステップ２．５Ｖ）

検出時間

系統連系保護機能 初期値・整定値・レベル・時限等

系統過電圧（ＯＶＲ）
Ｕ，Ｗ相個別設定

検出相数 ２相（単相３線式の中性線と両側電圧間）

検出レベル １１５Ｖ（整定値範囲 １１０～１２０Ｖ：設定ステップ２．５Ｖ）
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５－２パワーコンディショナ自己診断機能

パワーコンディショナ本体の保護機能動作時、系統の停電などを検出した場合、本体表示部に点検コードを表示します。

コードが「Ｅ」で始まるものは系統側、「Ｆ」で始まるものはパワーコンディショナ側を意味します。リモコンに「Ｆ」で始まる

点検コード表示の際、リモコンのブザー音を鳴らします。

（リモコンの運転／停止スイッチを停止状態にすることにより、リモコンのブザー音は停止します。

パワコン本体のブザー音の有無は設定可能です。）

表５－２にパワーコンディショナの点検コード一覧表を示します。点検コードは、リモコンでは、「総積算ＳＷ」を５秒以上

長押しして抑制時間を表示させた後に「総積算ＳＷ」を再度１０秒以上長押しします。

その後に「総積算ＳＷ」を押すことで、一方本体では、本体表示基板上の「エラー呼び出しＳＷ」を押すことで過去に遡って

（最大８個）確認することが可能です。ただし、必ずしも一致するものではありません。

表５－２点検コード内容一覧

Ｆ１９ 端子台異常 温度ヒューズ動作検出

Ｆ１６ 発電上限指示値受信異常 送信ユニットとの通信断絶

Ｆ１８ チョッパ不足電圧 目標電圧値未昇圧

Ｆ１４ 補正値異常 センサの補正値異常

Ｆ１５ 昇圧後電圧検出回路故障 昇圧後電圧検出回路の故障

Ｆ１２ ＩＰＭ温度異常 放熱板の温度異常（９０．０℃以上）

Ｆ１３ ヒートシンクサーミスタ ヒートシンク用サーミスタのオープン・ショート検出

Ｆ　８ 直流分検出 インバータ直流分検出（±２２０ｍＡ以上）

Ｆ　９ 交流過電流 交流過電流検出（３２Ａｒｍｓ以上）

Ｆ　６ チョッパ過電圧 昇圧後電圧の過電圧検出（４５５Ｖ以上）

Ｆ　７ チョッパ瞬時過電圧 昇圧後電圧の瞬時過電圧検出（４６０Ｖ以上）

Ｆ　４ 直流地絡 直流地絡検出（±１００ｍＡ以上）

Ｆ　５ ＯＴＰエラー 外部ＲＯＭエラー

Ｆ　２ 瞬時過電流検出 瞬時過電流検出（４３Ａ以上）

Ｆ　３ 太陽電池過電圧 太陽電池過電圧検出（４５０Ｖ以上）

Ｅ９９ 系統異常手動復帰待ち 系統異常からの手動復帰待ち

パワーコンディショナ側に関する点検コード内容（Ｆ-ＸＸ）

Ｆ　１ ＩＰＭアラーム ＩＰＭエラー信号検出

Ｅ１３ Ｕ相系統遮断 Ｕ相系統遮断電圧検出

Ｅ１４ Ｗ相系統遮断 Ｗ相系統遮断電圧検出

Ｅ１１ ゼロクロス未入力 系統ゼロクロス未入力

Ｅ１２ 系統周波数未決定 系統周波数未決定

Ｅ　９ Ｕ相瞬時過電圧 Ｕ相瞬時過電圧検出

Ｅ１０ Ｗ相瞬時過電圧 Ｗ相瞬時過電圧検出

Ｅ　７ 位相跳躍 位相跳躍検出

Ｅ　８ 高速単独運転 高速単独運転検出

Ｅ　５ Ｗ相不足電圧 Ｗ相系統不足電圧検出

Ｅ　６ Ｗ相過電圧 Ｗ相系統過電圧検出

Ｅ　３ Ｕ相不足電圧 Ｕ相系統不足電圧検出

Ｅ　４ Ｕ相過電圧 Ｕ相系統過電圧検出

Ｅ　１ 系統過周波数 系統過周波数検出

Ｅ　２ 系統不足周波数 系統不足周波数検出

系統側に関する点検コード内容（Ｅ-ＸＸ）

点検コード 項　目 内　容
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※直流不足電圧に対する点検コード表示は行いません。

※点検コード履歴はリモコンではリモコン上のスイッチを操作することにより、また本体では本体基板上の

押しボタンスイッチを操作することにより、確認および消去可能です。

(※１)は本体のみに表示するエラーコードです。

(※２)はリモコンのみに表示するエラーコードです。

Ｌ２(※２) 一括制御リモコン重複 一括制御リモコン重複

Ｆ６５ 太陽電池過電圧多数回 Ｆ３を８回検出

Ｆ６６ 直流過電流多数回 Ｆ３６を８回検出

Ｆ６１ チョッパ過電圧多数回 Ｆ６、Ｆ７、Ｆ４５を８回検出

Ｆ６３ ＩＰＭ温度異常多数回 Ｆ１２を８回検出

Ｆ５９ 直流地絡多数回 Ｆ４を８回検出

Ｆ６０ 直流分検出多数回 Ｆ８を８回検出

Ｆ５７ 瞬時過電流多数回 Ｆ２、Ｆ９を８回検出

Ｆ５８ ＩＰＭアラーム多数回 Ｆ１を８回検出

Ｆ４５ 昇圧回路故障 昇圧回路故障を検出

Ｆ４７(※１) リモコン通信異常 本体と同じアドレスのリモコンとの通信異常検出

Ｆ３７ 外部停止信号 外部停止信号を検出

Ｆ４２ 内部ファンロック 内部ファンロック信号検出

Ｆ３５ 表示機用アドレス重複 表示機用同一アドレスが通信ラインに存在

Ｆ３６ 瞬時直流過電流 直流過電流検出（４４．５Ａ以上）

Ｆ３２ リレー溶着検出 系統解列用リレー接点の溶着を検出

Ｆ３３ リレー接続不可 系統解列用リレー接続不可時

Ｆ２６ 直流電流センサ異常 直流電流センサ異常

Ｆ２７ 交流電流センサ異常 交流電流センサ異常

Ｆ２４ 地絡センサオープン 直流地絡センサオープン検出

Ｆ２５ 交流・直流電力不一致 交流・直流電力不一致

Ｆ２０ Ｕ－Ｏ間誤接続 Ｕ－Ｏ間誤接続検出（１４０Ｖ以上）

Ｆ２１ Ｗ－Ｏ間誤接続 Ｗ－Ｏ間誤接続検出（１４０Ｖ以上）

点検コード 項　目 内　容



６．試験・検査
下記に示す試験項目を検査工程にて行ない、検査成績書を製品に同梱します。

〔試験項目〕

(1) 外観・構造検査

(2) 絶縁性能試験

(3) 耐電圧性能試験

(4) 保護性能試験

① 交流過電圧試験 （ＯＶＲ）

② 交流不足電圧試験 （ＵＶＲ）

③ 交流過周波数試験 （ＯＦＲ）

④ 交流不足周波数試験 （ＵＦＲ）

⑤ 単独運転防止検査

⑥ 復電後の一定時間投入阻止検査

(5) 定格時特性試験（効率・力率・高調波含有率）

７．据付工事に関する注意事項
(1) パワーコンディショナは壁面に正しい方向で取り付けてください。

(2) パワーコンディショナの質量（壁取付板などを含め約２９ｋｇ）に十分耐える壁構造が必要です。

(3) パワーコンディショナは水平に設置してください。

(4) パワーコンディショナの前面には点検スペースとして８００mm以上を確保することを推奨します。

また、上下左右は放熱スペース及び点検のために、図７－１に示すスペースが必要です。

パワーコンディショナに同梱されている施工説明書を参照の上、正しく据付けてください。

上下左右に設置する場合

※上下設置する場合は２台までとしてください。

※設置場所により、上記寸法の他に操作スペース・工事スペース等を確保する必要があります。

※設置場所・設置環境によっては、温度上昇抑制がかかる場合があります。

　　　　　　　　　　　図７－１　壁面取り付け時の周囲との最低スペース

9



８．使用上の注意
以下での使用は装置故障等の原因となりますので、設置および接続はしないでください。

1. 周囲温度範囲（－２０℃～＋５０℃）の範囲外の場所、日中に直射日光の当たる場所。

2. 換気・風通しの悪い場所や夏場温度が著しく上昇する場所（屋根裏、トイレ、納戸、押入れ・床下など）、設置に必要な

スペースが確保できない場所。

3. 温度変化の激しい場所（結露のある場所）。

4. 著しく湿度の高い場所（湿度９０％を超える場所）。

5. 水上および常時水を浴びる場所。住宅の屋側から離れるなどして風雨の影響を著しく受ける場所。冠水のおそれのある

場所。水はけの悪い場所。

6. 塩害地域（沖縄と離島の全域、外海の海岸から1km以内、瀬戸内海の海岸から500m以内または潮風が直接あたる場所）

の屋外。

海岸からの距離にかかわらず、周囲の状況により潮風の影響があると思われる場合は、塩害地域とみなしてください。

7. 積雪地域（本製品が雪に埋もれるおそれや、落雪の衝撃を受けるおそれのある場所）。

8. 標高２，０００ｍを超える場所。

9. 上下さかさまや横倒しの設置。

10. 人の往来の妨げになる場所。

11. メンテナンスが容易に行えない場所。

12. 上下設置する場合において、３台以上を上下に設置すること。

13. ボールなどが当たるおそれのある場所（野球場・サッカー場など）。

14. ガス機器などと並列設置する場合において、燃焼ガスや排気が直接または間接的に当たる場所。

15. 過度の水蒸気・油蒸気・煙・塵埃・砂ボコリや塩分・腐食性物質・爆発性／可燃性ガス・化学薬品・火気、燃焼ガスに

さらされる場所、およびさらされるおそれのある場所。

16. 高周波ノイズを発生する機器のある場所。

17. 壁の変色や排熱・機器特性上の電磁音が気になる場所。

18. 騒音について厳しい制約を受ける場所（寝室の壁への設置は避けることをおすすめします。）

19. テレビ、ラジオなどのアンテナ、アンテナ線より３ｍ以上間隔をとれない場所。

20. 電気的雑音の影響を受けると困る電気製品の近く。

ＰＬＣ、ＬＡＮなど通信を利用する機器については、相互に干渉し正常な動作が出来なくなる場合があります。

21. アマチュア無線のアンテナが近隣にある場所。

近隣にアマチュア無線のアンテナがあるところに太陽光発電システムを設置すると、太陽光発電システムの機器や配線

から発生する電気的雑音（ノイズ）を感度の高いアマチュア無線機が受信することで通信の障害となる場合があります。

22. 信号線は動力線と並走させたり、同一電線管におさめること。

23. 商用電源の電圧を制御する機器（調光器などの省エネ機など）との併用。

24. その他特殊な機器（医療機器・通信機器・発電機）への接続。

25. その他特殊な条件下（自動車・船舶など）。

（感電・火災・故障・電磁波雑音の原因になります）

26. 一括制御リモコンをパワーコンディショナ内に設置すること。

故障・動作障害のおそれがあります。
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９．専用別売品
９－１リモコン

※1. 一括制御リモコンが無くても運転できます。

９－２設置用部材

屋外集中パワコン用平地置台

屋外パワコン野立用架台取付板

９－３通信ケーブル

通信ケーブル配線図

・一括制御リモコンのみ接続の場合

・送信ユニットのみ接続の場合

※ 送信ユニットの設定が全量の場合は最大１０台まで、余剰の場合は最大５台までのパワコンと接続できます。

リモコン・送信Ｕ間ケーブル
３ｍ  ＰＯＫＣ０３０Ｆ

送信ユニットを設置する場合にリモコンと接続します。
１５ｍ  ＰＯＫＣ１５０Ｆ

パワコン・送信Ｕ間ケーブル
１５ｍ  ＰＯＫＣ１５０Ｃ 送信ユニットを設置する場合にパワーコンディショナと接続し

ます。３０ｍ  ＰＯＫＣ３００Ｃ

パワコン間ケーブル

１.５ｍ  ＰＯＫＣ０１５Ｐ パワーコンディショナを複数台増設して、送信ユニットを設置
する場合に、パワーコンディショナ本体を相互にわたり接続し
ます。

５ｍ  ＰＯＫＣ０５０Ｐ

３０ｍ  ＰＯＫＣ３００Ｐ

パワコン・リモコン間ケーブル

５ｍ  ＰＯＫＣ０５０Ｂ
パワーコンディショナ本体とリモコンの接続用で、
１台目の設置に必要です。

１５ｍ  ＰＯＫＣ１５０Ｂ

３０ｍ  ＰＯＫＣ３００Ｂ

　ＰＯＫＢＰ５５ＵＤ２Ｇ
壁掛け設置が困難で自立設置が必要な場合に使用して
ください。

　ＰＯＫＴＰ０１ＳＴ ＰＶモジュールの下に設置する場合に使用してください。

部品名 長さ 品番 用途

一括制御リモコン 
※１ 　ＳＰＵＲ-１ＭＡ-ＤＭ

リモコン１台で屋外用集中型パワーコンディショナ１０台まで
制御可能です。

部品名 品番 用途

部品名 品番 用途

【屋外】 【屋内】

カラー
モニター

送信ユニット

パワコン・送信Ｕ間ケーブル

POKC150C 15m

パワコン10 パワコン4 パワコン3 パワコン2 パワコン1

パワコン間ケーブル
POKC015P 1.5m
POKC050P 5m
POKC300P 30m

パワコン6 パワコン7 パワコン8 パワコン9 パワコン10

パワコン5 パワコン4 パワコン3 パワコン2 パワコン1

パワコン間ケーブル

POKC015P 1.5m
POKC050P 5m
POKC300P 30m

パワコン・リモコン間ケーブル

POKC050B 5m
POKC150B 15m
POKC300B 30m

【屋外】 【屋内】

一括制御リモコン
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・カラーモニター、送信ユニットを接続した場合

　　　　　送信ユニットとパワーコンディショナを接続する場合は、リモコンを経由して リモコン・送信Ｕ間ケーブル、または 

　　　　　パワコン・送信U間ケーブル のどちらかの接続となります。

※ 送信ユニットの設定が全量の場合は最大１０台まで、余剰の場合は最大５台までのパワーコンディショナと接続可能です。

・パワコン-送信Ｕ間ケーブルで接続した場合

・リモコン-送信Ｕ間ケーブルで接続した場合

パワーコンディショナＤＩＰスイッチ、リモコンサービススイッチ組み合わせ表

注意点

① 送信ユニットが余剰対応時は一括制御リモコンのサービススイッチを２番に設定すると送信ユニットとの接続はできません。

全量対応時は接続可能です。

余剰対応でのパワーコンディショナの接続は最大５台まで、全量対応は最大１０台までです。

② 送信ユニットの余剰対応時、主幹の電流測定は最大１２０Ａまでとなりますので、パワーコンディショナの接続台数に

ご注意ください。

③ リモコンサービススイッチの設定は、上記以外の設定をしないでください。

詳細についてはパワーコンディショナの施工説明書をご参照ください。

※1．７セグ表示はパワーコンディショナの前パネルを開けないと見えません。

○ ○ ＯＮ ２番

余剰対応 ○ × ＯＦＦ １番

全量対応
○ × ＯＦＦ １番

余剰
or

全量
１～５台 ６～１０台

パワコン側 リモコン側

整定値の設定
　　　　　　　　　　　※１

５ / １０の選択

リモコンサービススイッチ

パワコン間ケーブル
POKC015P 1.5m
POKC050P 5m
POKC300P 30m

【屋外】 【屋内】

パワコン・送信Ｕ間ケーブル
POKC150C 15m

送信ユニット

パワコン・リモコン間ケーブル
POKC050B  5m
POKC150B 15m
POKC300B 30m

パワコン6 パワコン7 パワコン8 パワコン9 パワコン10

パワコン5 パワコン4 パワコン3 パワコン2 パワコン1

一括制御リモコン

カラー
モニター

・・・・・

【屋外】 【屋内】

リモコン・送信Ｕ間ケーブル
POKC030F 3m
POKC150F 15m

パワコン４ パワコン３ パワコン２ パワコン１パワコン１０

パワコン間ケーブル
POKC015P 1.5m
POKC050P 5m
POKC300P 30m

パワコン・リモコン間ケーブル
POKC050B  5m
POKC150B 15m
POKC300B 30m

送信ユニット
一括制御リモコン

カラー
モニター
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　　　　　　　　COLOR A　　　　COLOR B
全機種　OEMウォールベージュ　　　　黒
　　　　　　　　（NW-K21）

BM1-2-1337-442000

SPSS-55D-DM

パワーコンディショナ
屋外用集中型

J

DC50～450 V
DC450 V
単相202 V
5.5 kW(力率1.0時)

5.5 kW(力率0.95時)

0.95
28.7 A

入力運転電圧範囲
最大許容入力電圧
定 格 出 力 電 圧
定 格 出 力

定 格 力 率
定 格 出 力 電 流

定格周波数
製 品 質 量
販 売 元
製 造 元
製 造 年
製 造 番 号

株式会社DMM.com
三洋電機株式会社

50/60 Hz
26 kg

2018 年

■ 製造番号のつけ方は下記のようにすること。
　　○○○○○○ □ △

　　　　　　①　　　　② ③
　　①連番6桁(000001,000002,・・・)
　　②製造年西暦下1桁(2018年⇒8)
　　③生産工場番号(固定:9)

例)2018年生産1234台目の場合⇒00123489
製造番号の連番(①の連番6桁)は西暦が変われば000001からの採番とする。

80

6
0

SPSS-55D-DM

SPSS-55D-DM

00123489

00123489

 706 

 4
0
7
 

 214 

■前面パネル
　　材質：鋼板
　　色：ＮＷ－Ｋ２１（ウォールベージュ）
■筐体
材質：鋼板
　色：ＮＷ－Ｋ１９（ウォームグレー）
■保護ガード
材質：鋼板
　色：ＮＷ－Ｋ１９（ウォームグレー）

 ■ Ⓙ：無効電力発振抑制機能対応（フリッカ対策仕様）識別マーク。

【外形寸法図】
【ロゴ】

【定格ラベル】

【バーコードラベル】

100.0

135.0

4
5
.0

COLOR A COLOR B
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【壁取付板】
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